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　The contents of L-carnitine in various meats were examined.   As a result, it was shown that the 
contents of L-carnitine differed greatly according to the species.   The red meat contained more 
L-carnitine.  The low content was observed in egg and milk.   It was shown that as the animal grew 
up the contents of L-carnitine decreased.
















に含まれ、日本人では、1 日に平均 70mg の L- カルニ
チンを肉類から摂取している。しかし、加齢に伴い、





















た L- カルニチンを L- カルニチンデヒドロゲナーゼ
を用いた酵素法により測定した。測定原理は、試
料中の L- カルニチンに、L- カルニチンデヒドロゲ
ナーゼを作用させ酸化する過程で、共存する Thio-












　図 1 に、牛肉を除く各種食肉等の L- カルニチン
含量を示した。最も多いものは、鹿で遊離カルニチ
ン 57.7 mg ／ 100 g、酸可溶解性カルニチン 59.7 mg ／
100g、総カルニチン 117.4 mg ／ 100 g と従来カルニチ
ン含量が高いとされている羊肉（ラム）の 2.44 倍で
あった。次いで、駝鳥、馬の順であった。鯨の総カル
ニチンも 13.4 mg ／ 100 g と豚肉よりも多かった。牛
乳にも総カルニチンとして 5.5 mg ／ 100 g 含まれてい
た。いっぽう、卵にはほとんど含まれていなかった（総
カルニチン：鶏卵卵黄 0.9 mg ／ 100g、鶏卵卵白 0.5 

















表 3　牛肉の部位別 L- カルニチン含量
表 4　牛の品種別の L- カルニチン含量
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